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『『即応力即応力』』を育てるためのを育てるための
ワークショップ形式授業における配慮点ワークショップ形式授業における配慮点

～短時間で，まとめる・伝える・評価する～短時間で，まとめる・伝える・評価する
活動の繰り返しを通して～活動の繰り返しを通して～

正來 洋 石川県野々市小学校

自分の教育実践を研究として自分の教育実践を研究として
成立させる方法について学ぶ会成立させる方法について学ぶ会

２００４．１．５．２００４．１．５．
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なぜワークショップ形式授業？なぜワークショップ形式授業？
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子どもたちの実態から子どもたちの実態から①①

◎◎じっくり準備・発表は得意じっくり準備・発表は得意

◎◎「一人で」調べてまとめるのは得意「一人で」調べてまとめるのは得意

◎◎教師の指示に忠実な教師の指示に忠実な……よい子たちよい子たち
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子どもたちの実態から子どもたちの実態から②②

▲▲限られた時間に限られた時間に 互いに，互いに，

考えを持つ，伝え合う，考えを持つ，伝え合う，

話し合う，まとめる話し合う，まとめる

弱点弱点
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ワークショップの配慮点ワークショップの配慮点①①

付箋紙の利用

○○個の思い・考えをメモ個の思い・考えをメモ
○○グループで考えを出し合いグループで考えを出し合い
整理する，まとめる整理する，まとめる

集団思考集団思考
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ワークショップの配慮点ワークショップの配慮点②②

○○全員参加全員参加のためののための
「「突然突然指名」指名」
「「他の人他の人の取り組みの取り組み紹介紹介」」

○○「なるほど，へぇ賞」「なるほど，へぇ賞」
「調べ努力賞」「調べ努力賞」……
相互評価相互評価の繰り返しの繰り返し
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ワークショップの配慮点ワークショップの配慮点③③

ワークショップの成果をふりワークショップの成果をふり
かえる自己評価ワークシートかえる自己評価ワークシート
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ワークショップ授業の
実際
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ワークショップ実施状況ワークショップ実施状況

ワークショップ実施回数
９月初旬～１２月初旬

全１９回

データ採取対象
１１月１７日～

１２月２日
総合での
セッション１～５
（S1～S5）
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考察その１考察その１
調べる力調べる力 （自己己評価の推移）（自己己評価の推移）

A評価は
上昇基調

大きな
変化では
ない？
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ワークショップワークショップ
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経験値は経験値は
調べ活動への調べ活動への
自信には自信には
つながらないつながらない

成
果
発
表
会

グ
ル
ー
プ
自
己

評
価
セ
ッ
シ
ョ
ン
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考察その２考察その２
まとめて言う力まとめて言う力 （自己評価の推移）（自己評価の推移）

まとめて言う
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※S5は全体
活動の
振り返り
セッション

C評価の
顕著な
低落傾向

経験値の経験値の
上昇とともに上昇とともに
自信・達成感自信・達成感

成
果
発
表
会

グ
ル
ー
プ
自
己

評
価
セ
ッ
シ
ョ
ン
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考察その３考察その３
まとめて書く力まとめて書く力 （自己評価の推移）（自己評価の推移）

まとめて書く
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低落傾向
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グループへの協力
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考察その４考察その４
グループで協力する力グループで協力する力

（自己評価の推移）（自己評価の推移）

A評価
S1から
S4まで
上昇基調

C・D評価
S5で
上昇傾向

経験値の経験値の
上昇が上昇が

自信・達成感自信・達成感
につながるにつながる

成
果
発
表
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グ
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まとめまとめ
• ワークショップ → 「書き」「まとめ」
「発言」せざるをえない状況

• 一定時間に書いて話してまとめる経験値の
高まり→ 「書く」 「言う」ことへの抵抗
感を薄め，自信をつけさせた

• ワークショップの経験値の高まりが，必ず
しもグループコラボレーションに対する
「達成感」につながるわけではない。
（テーマや求められるアウトプットにより変化）
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『『即応力即応力』』を育てるためのを育てるための
ワークショップ形式授業における配慮点ワークショップ形式授業における配慮点

～短時間で，まとめる・伝える・評価する～短時間で，まとめる・伝える・評価する
活動の繰り返しを通して～活動の繰り返しを通して～

正來 洋 石川県野々市小学校

自分の教育実践を研究として自分の教育実践を研究として
成立させる方法について学ぶ会成立させる方法について学ぶ会

２００４．１．５．２００４．１．５．
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ワークショップに期待した効果ワークショップに期待した効果
••個の思い・考えをメモ個の思い・考えをメモ
••グループで考えを出し合いグループで考えを出し合い
整理する，集団思考整理する，集団思考

••全員参加のための全員参加のための
「突然指名」「突然指名」
「他の人の取り組み紹介」「他の人の取り組み紹介」
•• 「なるほど，へぇ賞」「調べ努力賞」「なるほど，へぇ賞」「調べ努力賞」
……

相互評価の繰り返し相互評価の繰り返し
••ワークショップの成果を次につなげるワークショップの成果を次につなげる
自己評価ワークシート利用自己評価ワークシート利用

付箋紙の利用
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個別調べ活動の成果発表
附箋紙への意見・感想書
き込み

グループ内（３
～５人）意見交
換

意見の整理・グルー
ピング・まとめ

グループ代表に
よる成果発表・
教師評価

グループ代表
による成果発
表

自己評価カード
記入（ワーク
シート）

グループ内
相互評価

資料（図書・ビデオ）の閲覧
附箋紙への意見・感想書き込
み

グループ内（３
～５人）意見交
換

意見の整理・グ
ルーピング・ま
とめ

グループ代表による成
果発表・教師評価

グループ代表に
よる成果発表

自己評価カード
記 入 （ ワ ー ク
シート）

B.個別の調べ活動成果共有のためのワークショップ

A.共知識/情報の共有のためのワークショップ


